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 ⑸ 溶接変形が高精度に求められていれば、生じる残留応力も高精度に得られていることを確認している。 
 ⑹ 溶接による面外変形の生成機構に対し、従来では、溶接部の冷却に伴う収縮過程のみから説明されてきたが、
面外変形の生成には、溶接金属の収縮のみならず、溶接金属下部の母材の膨張が大きく影響を及ぼしていることを面
外変位の生成過程から明らかにしている。 
 以上のように、本論文は溶接構造物の製作現場において解決するべき命題のひとつである溶接変形の防止、制御に
対する可能性を示唆するものであり、溶接構造物の設計・製作に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文
として価値あるものと認める。 
